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自己紹介、フリーランス照明デザイナー
ロンドンエッセイ　1	 小野 あずさ

　明けましておめでとうございます。そ
して皆様はじめまして。　
　2014 年１月号からロンドンエッセイを
書かせていただくことになりました、フ
リーランス照明デザイナーの小野です。
まず、この貴重な機会を下さった勝柴
次朗さんにこの場をお借りして御礼申
し上げます。
　2009 年の松竹大歌舞伎『十二夜』の
ロンドン公演で勝柴さんに初めてお会
いし、それ以来、ほぼ毎年勝柴さんが
ロンドン公演の照明でいらっしゃるた
びにお世話になっておりました。そして
2013 年の初めに勝柴さんからロンドン
での舞台／照明事情をエッセイにしてく
れないかというお話をいただきました。
たどたどしい文章で恐縮ですが、ロン
ドンで照明に携わってきた過程、エピ
ソード、心境や情報を皆様にお伝えで
きればと思います。どうぞよろしくお願
い致します。　
 
　2003 年、「語学勉強と舞台照明のリ
サーチ」のため渡英しました。1ヶ月の
予定が「お母さんごめんね。明日日本に
帰らないから。」と連絡を取り、帰りの

飛行機には乗らずに結局その
まま10 年間ロンドンに居座っ
てしまいました。あのときもし
帰っていたら、いつまたロンド
ンに来れたかわからなかった
ですし、やはり１ヶ月間では物
足りなかったのです。銀行に
お金もあまり入っていなかっ
たですし、泊まるあてもなく
ホームステイ後の最初の数日
はナイトバスで夜を過ごしま

した。今振り返ると、行き当たりばった
りの怖いもの知らず、若かったなぁと思
います。

　ロンドンに行く前は、横浜美術短期
大学立体空間科を卒業し、横浜や新潟
の国際芸術祭のお手伝いをしていまし
た。当時はプロダクトデザインや広告デ
ザインの道に進もうかと考えていて、舞
台の「ぶ」の字すら知りませんでした。
　新潟妻有トリエンナーレ大地の芸術
祭で作品制作のお手伝いに行ったとき
に、「イベントチームの人数が足りてい
ないからそっちに回ってください。」 と
言われ、その芸術祭のために建てられ
た半野外の新しい舞台に送り込まれた
のがそもそものきっかけでした。そこの
劇場には一人だけ照明のプロがいて、
彼が私たちボランティアと地元のおじ
ちゃんたち（みんな舞台の素人）に、手
取り足取り舞台の基礎、要素、プロセス
を一から教えてくれました。その方がい
わゆる私の大先生であり、そこで舞台
照明に一気に魅かれていき、人生が思
わぬ方向へ…。
　芸術祭の後すぐに、照明のことをもっ

と学びたいと思い、大先生に相談した
ところ、幅広くいろいろなカルチャーに
刺激されながら照明を学びたいなら、
イギリスかアメリカがいいぞと言われま
した。丁度、海外にも行ってみたいと
思っていたところだったので、英語もま
まならないまま早速イギリスに1ヶ月間
行くことにしたのです。

　どうしてイギリスを選んだかは単純
で、アメリカの銃犯罪が怖かったからと
いうことが１つ。2つ目は光の感受性で
す。ブロードウェイも一瞬考えたのです
が、ショービジネスのカラフルで目映い
照明が印象的なブロードウェイよりも、
暗闇で目をかするくらいの照明が印象
的な演劇やライブアートが盛んなイギリ
スの方が面白いと思い（偏見かもしれま
せんが、なぜかイギリスの照明のほう
が暗くて実験的なイメージだったので、
より奥行きのある照明が勉強できるの
ではないかと思い）、ロンドンに来るこ
とにしました。来てみると、雨、雨、雨
の真っ暗な空。自然光がこれだけ暗い
から住民もきっとこれに目が慣れてい
るに違いない。家の中の人工照明もボ
ワっと暗い間接照明を使う家が多いの
に気づきました。雨で濡れた道路から
の眩しい光の反射を抑えるために道路
もほぼ全部オレンジの街灯。イギリスの
お天気予報は星占いよりも当たらない
というほど、気分屋なお天気。だからこ
そ見られる劇的な空の色の変化や雲模
様は、確実にイギリスの照明家たちの
目を魅了し、彼らに壮大なインスピレー
ションを与えていることでしょう。
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